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１　平成28年度　主要な事業

⑴　学校保健・安全
　①　健康管理
　　　定期健康診断及び事後措置を適正に実施するこ

とにより、疾病の早期発見早期治療に努め、健康
の保持増進を図るとともに、健康意識の向上と行
動の実践化をめざす。

　　ア　検診・検査項目

　　イ　検査システム・検査内容

　　○対象者　小学校１年生・中学校１年生・経過観察者
　　○システム

　　○対象者　　幼稚園児・小学校中学校全学年
　　○システム

　　○対象者　　小学校５年生
　　○検査内容

肥満度　総コレステロール　ＨＤＬコレステ
ロール　中性脂肪　動脈硬化指数　ＧＰＴ　赤
血球数　ヘモグロビン　ヘマトクリット（MCV 
MCM MCHC)　白血球数　血小板数

　　○対象者　　幼稚園児・小学校１・２・３年生

　②　健康・安全教育の充実
　　　各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時

間等と関連を図りながら、学校教育活動全体を通
し、健康教育の一環としての健康・安全教育の充
実に努める。

　　ア　望ましい生活習慣づくりのための指導の充実
　　　　家庭との連携の下、健やかな体と豊かな心を

はぐくむための望ましい生活習慣の形成を目指
した指導の充実に努める。

　　イ　性に関する指導の充実
　　　　生命尊重、人間尊重、男女敬愛の精神に基づ

き、家庭、地域社会の理解のもと、児童生徒の
発達段階を踏まえた性に関する指導の充実に努
める。

　　ウ　喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育
　　　（ア）　児童生徒の発達段階に応じた喫煙・飲酒・

薬物乱用防止教育の充実を図る。
　　　（イ）　学校医・学校薬剤師並びに関係機関と連

携し、「薬物乱用防止教室」を開催する。
　　エ　保健指導の充実
　　　　平成22年10月１日から導入した「感染症情報

収集システム」を活用し、感染症の予防ならび

番 

号

学年

検診・
検査項目

小　学　校 中学校

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３

１ 内科検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 眼科検診 ○ アンケート
により抽出 ○ 〃 ○ 〃

３ 耳鼻咽喉科検診 〃 ○ アンケート
により抽出 ○ 〃 ○ 〃

４ 歯科検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 心臓検診 ○ 経過観察者のみ ○ 〃

６ 腎臓検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ すこやか検診 ○

８ 蟯虫卵検査 ○ ○ ○

９ 結核検診 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 視力検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 聴力検査 ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○

12 身体測定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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に感染拡大防止に努めるとともに、日常の健康
観察の充実を図ることにより、児童生徒の心身
の状況を把握し、必要に応じ児童生徒、保護者
に対し適切な指導助言を行う。

　　オ　健康相談活動の充実
　　　　保健室機能を活用し、地域の医療機関その他

の専門機関等と連携することにより、多様化す
る心身の健康問題に対処するとともに、個に応
じた健康相談活動の充実に努める。

　　カ　保健安全教育の充実
　　　　学校における保健安全教育ならびに管理体制

の充実を図るため、「学校保健安全研修会」を
開催する。

　　　　３年間で、全教職員を対象に、「学校危機管
理研修会」を実施し、学校における更なる危機
管理体制の充実を図る。

　③　学校保健の向上と推進
　　ア　すこやか検診
　　　　小学校５年を対象に、生活習慣病予防のため

の血液検査を実施し、その後の保健指導に役立
てるとともに、生活習慣の改善を図る必要のあ
る児童とその保護者を対象にすこやか教室を開
催する。

　　イ　学校保健委員会
　　　　平成22年度に作成した「学校保健委員会マ

ニュアル」を活用し、学校、保護者、学校医等
が連携し、地域や学校の実態に即した児童生徒
の健康づくりを図るための学校保健委員会の充

実に努めている。
　　ウ　学校保健小委員会
　　　　地域保健委員会の中の一委員会として設置さ

れ、各専門分野の協力を得ながら、児童生徒の
健康診断結果から学校保健の諸課題及び健康教
育等について検討協議し、学校保健の推進を
図っている。

　　エ　大分市学校保健会
　　　　大分市内の公立小・中・高等学校・特別支援

学校及び学校医等関係機関が相互に連携を図り
ながら、学校保健の向上を推進する。

　　　　さまざまな観点から、子どもの健康問題等に
ついての研修会や講演会を開催し、学校保健の
現状と課題について共通理解を図り、会報紙発
行等活発な活動を展開している。

　　オ　大分市学校保健検討委員会
　　　　児童生徒等の健康課題に適切かつ効果的に対

応するため、関係機関との連携のもと、課題解
決に向けた対応や事務手続きの統一化などを図
ることを目的に設置した。

　　　　平成27年度は結核検診・脊柱・運動器検診を
含めた『大分市小中学校「内科検診の手引」』
を作成し健康診断の充実に努めている。

　④　資料
　　ア　平成27年度　児童生徒体位比較表

小　　　　学　　　　校 中　　学　　校
学　　年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

身
　
長 

cm

男
市 116.2 112.1 127.7 132.7 138.3 144.4 151.9 159.2 164.5
県 116.2 122.0 127.7 133.0 138.8 144.1 152.1 159.0 164.6

全国 116.5 122.5 128.1 133.5 138.9 145.2 152.6 159.8 165.1

女
市 114.9 121.3 124.8 132.5 139.9 146.5 151.5 154.4 156.2
県 115.0 121.2 126.3 133.5 139.6 146.2 151.2 153.8 155.8

全国 115.5 121.5 127.3 133.4 140.1 146.7 151.8 154.9 156.5

体
　
重 

kg

男
市 21.3 23.8 26.0 29.9 33.7 37.7 43.2 48.6 53.6
県 21.5 23.9 26.7 30.3 34.2 37.8 44.9 49.5 54.7

全国 21.3 23.9 26.9 30.4 34.0 38.2 43.9 48.8 53.9

女
市 20.7 23.5 26.1 29.6 34.0 38.7 43.8 47.1 50.2
県 20.8 23.7 25.8 30.5 34.2 39.1 44.5 47.8 50.3

全国 20.8 23.4 26.4 29.7 33.9 38.8 43.6 47.3 49.9

座
　
高 

cm

男
市 64.4 67.3 69.9 72.0 74.5 77.2 80.9 84.7 87.6
県 64.4 67.3 70.1 72.2 74.8 77.2 81.1 84.6 87.8

全国 64.8 67.6 70.2 72.6 74.9 77.7 81.4 85.1 88.2

女
市 63.8 65.8 69.4 71.9 75.6 79.0 81.8 83.5 84.3
県 63.9 66.9 69.4 72.8 75.7 79.0 81.7 83.3 84.4

全国 64.4 67.2 69.9 72.7 75.8 79.2 82.1 83.9 84.9

すこやか教室

大分市教育委員会

　　大分市は、平成27年度大分市学校保健調査より。県及び全国は、文部科学省平成27年度学校保健統計調査速報より
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　　イ　平成27年度　大分市児童生徒疾病状況 （人）

性別 男 女

学年 小　　学　　校 中 学 校 小　　学　　校 中 学 校

項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３

在 籍 総 数 2,276 2,317 2,266 2,142 2,249 2,320 2,130 2,171 2,150 2,210 2,124 2,181 2,108 2,053 2,142 1,986 2,151 2,053

受 検 者 数 2,269 2,314 2,251 2,129 2,239 2,269 2,110 2,120 2,091 2,207 2,119 2,171 2,096 2,046 2,131 1,965 2,113 2,010
栄
養
要
注
意

肥 満 傾 向 11 11 25 26 46 30 10 6 12 13 10 17 21 27 16 6 4 5

栄 養 不 良 0 0 0 0 3 5 2 4 4 1 0 1 2 1 3 3 4 2

せ き 柱 異 常 72 54 69 81 78 71 70 78 65 48 43 70 109 93 86 95 100 83

胸 郭 異 常 5 1 3 3 5 2 0 3 2 3 1 3 0 2 6 4 0 0

目

矯 正 視 力 測 定 者 49 66 88 155 214 344 332 450 547 50 69 117 199 286 439 505 692 819

裸 

眼 

視 

力

Ｂ（1.0未満～
0.7以上の者） 461 418 304 280 271 241 267 217 226 502 372 331 353 326 327 231 239 204
Ｃ（0.7未満～
0.3以上の者） 118 149 200 225 269 305 244 270 260 99 164 250 279 294 333 258 278 254
Ｄ

（0.3未満の者） 21 55 78 87 122 158 210 241 251 23 35 88 121 167 178 240 261 242

1.0未満の者の計 600 622 582 592 662 704 721 728 737 624 571 669 753 787 838 729 778 700

伝 染 性 眼 疾 患 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

その他の眼疾・異常 151 1 1 186 1 1 111 0 1 144 0 1 202 1 0 96 1 3

目の疾患その他計 151 1 1 189 1 1 112 0 1 144 0 1 202 1 0 97 1 3

伝 染 性 皮 膚 疾 患 2 2 1 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 2 0 0 0

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 38 33 38 28 45 31 25 31 41 26 32 27 31 28 28 23 20 16

心 臓 疾 患 29 10 11 11 12 6 35 14 10 31 10 6 10 6 8 20 14 7

腎 臓 疾 患 2 12 16 10 9 12 20 15 14 15 10 16 18 17 26 12 19 18

ぜ ん そ く 48 35 41 42 46 57 32 33 36 22 21 27 34 28 35 18 22 15

寄 生 虫 病 の 者 14 15 10 0 0 0 7 8 15 0 0 0

そ の 他 の 疾 患・異 常 19 13 12 11 9 10 5 14 6 13 11 20 12 12 6 4 12 12

歯

受 検 者 数 2,253 2,294 2,233 2,108 2,203 2,268 2,062 2,076 2,028 2,190 2,105 2,172 2,074 2,030 2,086 1,942 2,072 1,965

う
　
歯

処 置 完 了 者 487 605 712 661 622 579 453 444 419 486 537 612 606 530 469 442 494 442

未処置のある者 714 873 847 801 776 624 404 518 545 710 701 846 704 649 589 423 551 525

計 1,201 1,478 1,559 1,462 1,398 1,203 857 962 964 1,196 1,238 1,458 1,310 1,179 1,058 865 1,045 967

歯列・咬合・顎関節異常 76 100 145 118 137 138 83 92 105 125 94 131 117 140 106 99 75 90

歯 肉 炎・歯 周 炎 22 27 62 48 43 58 120 102 77 16 18 51 32 36 41 52 86 58

要観察歯（Ｃ0）のある者 261 257 329 337 387 396 333 404 386 275 266 361 341 376 412 332 458 396

結
核
検
診

精 密 検 査 受 診 者 4 1 8 0 0 0 0 1 1 6 2 1 0 3 0 0 0 0

異 常 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成27年度　児童生徒定期健康診断調査より
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⑵　学校給食
　　大分市では、改正された「学校給食法」に基づ

き、食育の推進を図るとともに、小学校は単独校調
理場方式、中学校は共同調理場方式を基本に、「安
心、安全、あたたかい」学校給食の提供に努めてい
る。

　①　食育の推進
　　ア　食に関する指導
　　　　学校における食育の推進を図るため、家庭及

び地域社会との連携のもと、健康教育の一環と
しての食に関する指導を充実し、生涯を通して
健全な食生活を実践しようとする資質や能力の
育成に努めている。

　　イ　地産地消事業
　　　　関係機関と連携した地元産食材の「年間使用

計画」を作成し、「学校給食地産地消推進会議」
を開催する中で、毎月19日の「食育の日」前後
を「おおいた産給（サンキュー）の日」と定
め、市内産食材を使用した学校給食を実施して
いる。

　　ウ　元気いっぱい！おおいたっ子食育推進事業
　　　　学校における「食育」の一環として、「元気

いっぱい！おおいたっ子食育標語」を募集する
ことで、子どもたちの食に関する意識・関心を
高めるとともに、啓発用リーフレット等を作
成・配付し、学校・家庭・地域において「早
寝、早起き、朝ごはん」の取組が積極的に行わ
れるよう呼びかけている。

　②　施設・設備の整備・充実
　　　平成20年９月に稼動した東部共同調理場と平成

22年９月に稼動した西部共同調理場では、最新鋭
の設備機器を備え、ＨＡＣＣＰの考え方に基づく
衛生管理システムを導入し、市内の小中学校32校
に学校給食を配送している。

　　　その他の給食施設は、老朽化や耐震補強などの
校舎の施設整備計画等を考慮するなかで、計画的
な施設の整備を推進している。

　　　なお、学校給食に関する施設の現状は、下記の
とおりである。

　　ア　単独校
　　　　現在、単独校方式による給食は、小学校53校

で実施している。
　　イ　共同調理場

　　　　現在、上記２共同調理場で、小学校５校、中
学校27校の給食を実施している。

　　ウ　ドライシステム
　　　（ア）　単独校
　　　　　　小佐井小学校（平成11年２月）
　　　　　　下郡小学校　（平成13年４月）
　　　　　　大在西小学校（平成17年４月）
　　　　　　大道小学校　（平成24年１月）
　　　　　　坂ノ市小学校（平成24年１月）
　　　　　　南大分小学校（平成25年１月）
　　　　　　春日町小学校（平成26年１月）
　　　　　　鶴崎小学校　（平成27年４月）
　　　（イ）　共同調理場
　　　　　　東部共同調理場　（平成20年９月）
　　　　　　西部共同調理場　（平成22年９月）
　　エ　食器等
　　　　これまで、アルマイト食器を使用していた

が、平成13年度に強化磁器食器を１校（新設小
学校）に導入した。

　　　　さらに、平成16年度からは小学校に順次、強
化磁器食器を導入している。

　　　　東部･西部共同調理場の関係校32校も、強化
磁器食器を使用している。

　　オ　その他
　　　　単独校調理場では、昭和55年５月から石けん

洗剤を使用している。
　③　学校給食の充実
　　ア　学校給食実施状況（平成28年５月１日現在）

　　※東部・西部共同調理場は、調理業務を委託して
いるため、調理員数には含めていない。

　　イ　学校給食の形態
　　　（ア）　学校給食の開始
　　　　　小学校では昭和23年から、中学校では昭和

38年から、完全給食を実施している。
　　　（イ）　米飯給食
　　　　　食事内容の多様化を目的に、米飯給食を導

入している。
　　　　昭和53年９月から　週１回実施
　　　　昭和56年10月から　週２回実施
　　　　昭和63年12月から　週３回実施
　　　（ウ）　現状
　　　　　週５日　完全給食（米飯３回、パン２回）

共同調理場名 場　　所 連絡先 設置日
東部 大字海原916-3 521-7832 Ｈ20.9.1
西部 大字光吉467－12 568-0555 Ｈ22.9.1

区分 調理方式 学校数 児　童
生徒数

栄養
教諭

学校栄
養職員

給　食
調理員

小学校
単独校調理場方式 53 25,829 5 23 207
共同調理場方式 5 423
その他 1 9

中学校 共同調理場方式 27 12,549 1 6
その他 2 11

合　　計 88 38,821 6 29 207
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　　　（エ）　平成28年度学校給食費（月額平均）

　　ウ　学校給食食物アレルギーへの対応
　　　　東部・西部共同調理場の関係校を対象に、

「学校給食における食物アレルギー対応マニュ
アル」に基づく「代替食」による食物アレル
ギー対応給食の提供を行っており、対応給食を
希望する児童生徒には、専用の容器等で配送し
ている。

　　　　また、単独校調理場の小学校についても、平
成26年１月に「食物アレルギー対応マニュア
ル」を作成し、原則として「除去食」による対
応給食の提供を行っており、対象児童は専用の
容器やトレイ等を使用している。

　　エ　献立作成
　　　　「学校給食実施基準」に定める「児童又は生

徒一人一回当たりの学校給食摂取基準」に基づ
き、献立作成を行っている。

　　　　栄養教諭・学校栄養職員未配置校では、市教
育委員会の栄養士が献立を立案し、献立委員会
で審議、承認された後、各校に配布している。

　　　　栄養教諭・学校栄養職員配置校では、学校ご
とに創意工夫して、献立を作成している。

　　　　各校では実情に応じ、限られた予算や子ども
たちの嗜好・食事摂取基準・食材の安全性・季
節・伝統料理等を考慮し、各校独自の献立を実
施している。

　　　　さらに、地域の食文化に接するため、だんご
汁やとりめし、やせうま等の郷土料理を献立に
取り入れたり、にら、みつば、ごぼう等の地域
の食材を取り入れるなど、地産地消に努め、地
域性豊かな給食を実施している。

　　オ　献立委員会
　　　（ア）　組織

　　　（イ）　内容
　　　　　市教育委員会で立案した献立について、指

導の徹底、作り方、内容の検討を行い、実施
献立の反省をもとに給食指導の充実を図って
いる。

　　カ　大分市学校給食研究会
　　　　校長、共同調理場長、給食主任、栄養教諭・

学校栄養職員、給食調理員、ＰＴＡのそれぞれ
の代表者で構成する研究団体である。

　　　○　組織

　　　　７月に総会を開催し、年間事業計画等の審議
や給食指導などの実践発表を行っている。

　　キ　学校給食ポスター展
　　　　学校給食週間の事業として、昭和44年から児

童生徒の「学校給食ポスター展」を行ってい
る。

　　　　平成27年度出展数は338点、来場者は３日間
で1,150名以上であった。

　　ク　学校給食試食会
　　　　児童生徒の保護者を対象に学校給食試食会を

開催し、学校給食への理解を図るとともに、学
校と家庭との連携を深めることを目的として、
各学校毎に実施している。

　

区分 金額（円）
小学校 4,650
中学校 4,800

平成27年度学校給食ポスター展会場風景

大分市教育委員会

共同調理場長
給食主任
栄養教諭・学校栄養職員
給食調理員

会　　長
（校長）

副　会　長
（校長）

顧　問 理事（共同調理場長）

理事（給食主任）

理事（栄養教諭・学校栄養職員）

理事（給食調理員）

理事（ＰＴＡ）事務局


